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西東京市立碧山小学校

ＰＴＡ会長　古川　恵

2020      年度  　定期総会  　議事報告

（2020 年 4 月 10 日：書面開催　）

1. 開会について

令和 2 年度定期総会は、新型コロナウィルス感染症の影響を鑑み、一堂に会しての開催はなくし、書面開催となりました。

ミマモルメ（2～6 年生）および学校の一斉メール（1 年生）にて配信しました。

2. 議決について

       賛成 289 名、委任 302 名、計 592 名で会員の２分の１以上により総会成立となりました。

　　　 （一部反対意見あり）

3. 議案および決議について

　 　 議案事項は以下 5 議案となり決議を行いました。

　議案事項詳細につきましては、学校ＨＰに掲載されております「2020 年度ＰＴＡ定期総会議案書」をリンク先ＵＲＬよりクリックして

　ご覧いただき、賛成または反対をご回答いただきました。

　なお、期限までに回答いただけなかった場合にはＰＴＡ会長に委任したものとして決議を行いました。

　また、議案事項についてのご意見等がある場合は、ＰＴＡヤフーメールへご連絡いただきました。

●議案事項

第 1 号 議案　2020 年度　活動方針案

第 2 号 議案　2020 年度　活動提案

第 3 号 議案　学級委員の仕事について

第 4 号 議案　2020 年度　PTA 予算案

第 5 号 議案　新役員及び会計監査　承認

4.　反対意見

  　　総会議案のうち、 第 4 号 議案　2020 年度　PTA 予算案について

　　  ◎地区委員会への予算配布は 9.5 万円は過剰ではないか。

 　　　・ 過去５年以上の地区委員会の支出推移を精査した結果、ここ何年も予算の約半分しか支出しない費目がある。

 　　 ◎各種積立金について 10 万円以上の積立金予算を計上するのは過剰ではないか。

 　　 　・積立金の残高が 80 万円超となっている。

 　　　 ・ミマモルメ等のお便りの電子化が進む中、印刷費用も減少傾向にある。

 　 　　・予算を見直すことで、会費の減額が可能だと思われる。 
      

5.   反対意見に対する回答（2019 年度会長　小菅）

　　　頂いたご意見について、回答致します。

　　　・地区委員会予算について

　　　こちらの額は地区委員会内で可決され、PTA 側へ提出されたそのままの金額で PTA 会費全体の予算案の中の一つとして組み込み、

　　　議案に載せました。

　　　2019 年度は PTA 役員数大幅削減初年度だった為、運営の改革に多くの時間を割き、地区委員会側と予算案について踏み込んだ

　　　話し合いまでできませんでした。

　　　こちらについては 2020 年度の課題として引き継いでいきます。

　　　・積立金について

　　　ミマモルメ普及によるペーパーレス化は進む一方、小会議室の印刷機は PTA 役員、地区委員会、学級委員会、サークル、卒業対策委員会

　　　と碧山小学校の保護者が関わる各団体が使用しております。

　　　老朽化も進んでいるので故障に備えられる金額を予算としました。

　　　また、金額自体は８万円から６万円に減額されています。これは以前 PTA のベルマーク活動で購入したウォーターサーバー(冷水機)が

　　　長年メンテナンスされてこなかった事が分かり、その費目を新たに設けた為です。

　　　・最後に PTA 会費について

　　　平成 29 年度が 1400 円、

　　　平成 30 年度に 1200 円に減額されました。

　　　平成から令和に変わった 2019 年度はそのまま 1200 円です。

　　　更なる減額ができるか、それとも手厚くした方が良い費目があるかなど、PTA 会費額の妥当性も考慮しつつ課題として引き継ぎます。

 



6.  旧役員あいさつ(2019 年度会長　小菅彩圭)
２０１９年度はＰＴＡ役員数大幅削減から始まる大改革の結果を検証する一年でした。

関係各委員会と仕事の分担を変更した事により双方が手探りで業務にあたって参りましたが、校内の組織だけでなく先生方、

校外所属の団体様、地域の皆様に多くの戸惑いを与えてしまった部分もあったかと思います。

今年度活動してきた中で浮き彫りとなった改善点につきましては、より良い形に整えて新年度に橋渡しができるよう話し合いを重ねて

きましたので、新年度は行事の運営などに関しましてもよりスムーズに活動できるのではと期待しております。

２０１９年度は他にも長期間に及ぶ休校という事態にも見舞われた年でもありました。

予定していた会議の中止、初めてのメールによる議決、活動が制限される中、何か漏れはないかと役員同士で日々確認し合いました。

このような事態でも対応ができたのは大改革の中の一つであるミマモルメによる連絡手段が整っていた事も大きかったと思います。

これは休校という緊急事態だけでなく、共働き世帯の割合が増え、おたよりの印刷作業や会議数の縮小を求められている碧山小学校の

実態にも即したものでした。

大改革の良し悪しはなかなか一年だけでは検証しきれないものなのかもしれません。しかし実際に活動してきた私個人の意見としましては、

こどもたちだけでなく保護者の皆様方にとっても必要な改革であり、継続していくのが好ましい体制なのでは、と考えております。

そして最後に、風通しの良いＰＴＡの雰囲気を作ってこられたのは一年間共に活動してくれた１０名のＰＴＡ役員の仲間のおかげです。

この場を借りて御礼申し上げます。

碧山小学校のこどもたちの充実した学校生活と健やかな成長の為に引き続きＰＴＡ活動へのご支援、ご協力を何卒宜しくお願い申し上げます。

7. 新役員あいさつ（2020 年度新会長　古川　恵）

   この度、2020 年度碧山小学校 PTA 会長に承認頂きました古川恵と申します。

 　新型コロナウイルスの影響により、大変な毎日が続いています。私が会長に手を挙げた時には、まさかこんなにも長い期間、

   学校が休校になるなんて思ってもいませんでした。

   前年度の役員の方々には、思うように活動ができない中で、様々な検討や判断をされ、私たちに無事引き継いで下さいましたこと、

   この場をお借りして、感謝申し上げます。

 　校長先生をはじめ諸先生方には、ラジオやメールでのメッセージの発信、電話連絡等のおかげで、休校中でも学校を近くに感じる事ができ、

   先生方のそんな思いに有難い気持ちでいっぱいになりました。

   学校再開後も、色々な困難があるかとは思いますが、このような事態であるからこそ、学校と PTA、地域が手を携えて、皆で子ども達を

   育てていこうと思う姿勢が大事だと考えています。皆様のご支援ご協力を頂戴できますと幸いです。

   2020 年度役員一同精一杯頑張りますので、何卒宜しくお願い申し上げます。

9. 閉会について

以上をもちまして、2020 年度定期総会を閉会といたします。

書面開催となりましたが、メール送受信にてご協力いただき誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


